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1. 	 新生克E干車管内皮腫の 1例
栗出裕(千大〉
心不全を合併した生後2613の男克における肝血管内皮
麓の手術治験訴を報告し，合わせて小児における肝血管
撞の本邦報告70例について検討を加えた。小児肝血管麗
の組識型は血管内皮麓が約1/2を占め，その発生年齢は 6
カ月未満の季L克に集中していた。心不全を合併した5弼
は全てが血管内皮腫であった。小児肝血管撞の手術また
法化学療法施行例の予後は良好であった。 
2. 	 籍中照射の基礎的実験一第2報一
山本真岳美(千大)
小児悪性国型腫蕩に対する術中照射の基礎的実験を行
った。勢若マウス腰推を 3000rad，5000rad，7000rad群
の3群にわけ外部照射した。脊髄霞害として後肢麻揮を
認めた。その出現は濯伏期，頻度共，各群において著明
な差をもってあらわれた。また，成熟例に比し，低線量
にでも重症蘇症となった。以上，その潜伏期，頻度，及
び病理組織学的検討を加えて報告した。 
3. 	 鎮E工籍後排便機能

一映操解析と内圧検査による検討一

青柳博(千大〉
術後排便機能をピデオによる映録解析と内圧検査によ
り臨床的評誌と対比させ検討した。
それぞれ4要医のパラメーターを選び謹度別に分類す
ると臨床的評倍とよく相関を示し，機能上の問題点が境
確に把握出来，客観的に評倍出来ることがわかった。 
4. 	 小児悪性国型彊霧のヌードマウス可移植系の樹立
とその性状について
田辺政諮(千大〉 
1977年12月よ予 1980年 4月までの 2年 5カ月需に，千
葉大学小児外科で手掃を受けた17部の小売悪性冨型題蕩
を BALBnu/nuヌードマウスへ移植した。このうち 7
桝 (41予告)が可移植系として樹立され，病理組織，生化
学，染色体等の諸挨査によって，ヒト II来であることが
確認された。 
5. 小児悪性由形麗蕩の紹胞性免疫の基礎的研究

一第2報一 

江東孝夫〈千大) 
A汀マウス神経芽細詫撞 C・1300を用いて， Cyto-
toxicity Testを行い， Cytotoxic T-cellが誘導され，
拭捧，捕体により確認された。 また， この Cytotoxic 
T-cellは， ヒト神経芽腫紐胞株 (NB1， NBGOTO) 
に対しでも，強い緯胞障害性を示す事から，マウス神経
芽麗とヒト神経芽麗開に謹蕩共通抗原の存在する事を示
唆している。 
6. 	 大腸手術と揚内細菌叢

一吻合部に対する影響の検討一第2報一 

若出芳彦(千大)
大場手術の荷後合併症発生に嫌気性菌が関与してお
り， LCM，Metronidazole投与によ F臨床的には合併
症を著減し得た。実験的には， GM十MET，MET投与
群が抗生剤なし， G話投与群に比べ BurstingPressu-
re，Collagen量とも高鑑を示し， 吻合部治壌に嫌気性
菌が寵害因子として働く額向が認められた。 
7. 小見食道内圧測定法の臨床的検討

一溢乳群についてー

飯里子 正敏(千大)
オープンチップ法による小売食道内圧の誕定には， 8 
Frの 3-lumen tube が最適であると結論し， この方
法を採用した。溢乳群20椀の初由時の食道下部昇圧帯 
(LES)庄は21.2i:6.3cm水柱で，対象群40例の37.1士 
8.6cm水柱より明らかに抵下し， 臨沫症状の清失と共
に，正常範囲に上昇した。 LES圧の演定は， 噴問機能
の良好な指標となりうる。
